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このシリｰズをはじめるにあたリ

陶山淳治(次長･地質標本館長)･神戸信和(地質部)

昭和46年12月6目に地質調査所の筑波研究学園都市へ

の移転が決定して以来急速に研究本館および実験棟の

建設計画に対する諸方策が進捗し昭和48年3月には標

本館の性格および施設設備の前提条件に関す季大綱が決

定し所内に“標本館レイアウト小委員会"が設置され

た.

昭和48年4月から当小委員会は大綱にしたがい標本

館の機能果すべき役割展示の基本構想狂とについて

検討しとくに昭和48年から52年にかけて所内の展示プ

ラン担当者と丹毒杜科学造形研究センタｰ担当者との間

での100回を越える打合せ会を開催し地質標本館パイ

ロットプランの作成を行った.

さらに昭和52年度には建設省の発注により建築基本設

計回53年度には建築実施設計展示基本設計･実施設

計が行われ同53年度末には建築工事が着手され同54

I年度末には建築工事および展示工事は終了し地質標本

館の完成をみた.

なお建築･展示工事および筑波移転の最中昭和54

年10月には地質標本の分類研究展示管理をつかさど

る地質標本課(課長･神戸信和)の発足をみ同55年7月

15目の工業技術院筑波研究センタｰの開所式を契機とし

て同年8月19目より一般公開を開始することとなった.

新たに昭和56年4月1目からは地質調査所に地質標本

館長制が設けられたので地質調査所組織細則および事務

分掌内規のなかから関係事項を列挙しておく.

列展示の内容や関連事項をや㌧詳しく解説し地質標本

館や地質調査所の研究業務の御理解をいただくことカミで

きれば幸である.

地質標本館の建築石材について

松井和典(地質部)

筑波研究学園都市は昭和54年度でその概成を終えた

学園都市の東南部にある工業技術院筑波研究センタｰ内

に地質調査所があり地質標本館はその付属施設とし

て建設された.当標本館は地質調査所の研究活動の

紹介と地球科学の普及･展示を目的としたわが国でも

初めての地質専門博物館で一般に地球科学の情報を提

供している.建物は工業技術院筑波研究センタｰ内

の研究本館ゾｰンと呼ばれている一部にあって地質調

査所とその隣りの微生物工業技術研究所の両研究本館の

中間にある.研究本館ゾｰンはレンガタイル貼りの

大きな建物が並んでおりこ･れらに囲まれた環境の申で

標本館が一般見学者に分りやすいようまた建物全体
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地質標本館長は地質標本館の運営に関する業務を総括

整理する｡

地質標本館長付は

1.地質標本館の運営

2.地質標本館の設備の維持管理並びに保守

3.地質標本館に関する広報活動

に関する業務を行う.

地質標本館陳列展示の概略についてはすでに地質調査

所要覧地質ニュｰスなどに発表されているところであ

るがここに“地質標本館便り"を設け毎号追って陳
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の外装カミ本館ゾｰンの色のバランスを壊さない条件で

淡紅色を呈するカリ長石を多量に含有している黒雲母花

南岩の石貼りとした.建物の色は常に退紅に見えるカミ

雨に濡れると本館の色に近い淡いレンガタイル色と狂る.

設計者側ではレンガタイル賭りの大きな建物に囲まれ

た環境の中に研究所の成果品展示を象徴的なテクスチ

ュアとして｢石張りの建物｣としてまとめたと語ってい

る.

建物の構成は中央玄関･展示ホｰルを吹抜げ大空間

とし階高の異狂る展示ゾｰンと研究･事務ゾｰンの分

離を断面的に解決している･展示物カ堵石･鉱物･鉱

石･化石類で特殊な空調条件がないのでランニングコ

スト低減のため中間期の外気冷房や全熱交換器を設けて

排熱の回収と利用を行っている.また展示室の照明

は格子状の模擬天井にのせる仕様で展示計画の変更に

よる適当夜位置へ自由に移動できるようにしている.

石貼りには安全をとくに配慮し二段ごとにステンレ

スブラケットを設け荷重を受け各石片をダボでつな

ぎかつ躯体へ引張りをとっている.この石貼りを玄

関展示ホｰルの壁まで引込みr石室｣のような石壁

の狭間としている.

外装花崩岩の板の大きさは約90cm×63.5cm×3c㎜,

101cmx63.5cm×4cmで表面はジェットバｰナｰ仕

上げ･本磨仕上げ貼りである.石材表面のジェットバ

ｰナｰ仕上げは建築によく使用される工法で切断さ

れた石材表面部分をジェットバｰナｰにより1,O00℃以

上で融解させるのである･この方法は廉価で均一な

テクスチャｰが得られ石材表面が滑らかとなるので砂

塵が付着し難く床面などに使用すれば歩行時には本

磨仕上げに比較して滑り難い利点があるので各研究本
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ユ階展示ホｰル

と2階展示室に

連絡する階凌.

ジェットバｰナ

ｰ仕上げと本磨

仕上げの石材で

ゆるやかな曲面

を表現している.

館の玄関床面に使用されている.

地質標本館の外壁や展示ホｰノレの内壁及び階段はジ

ェットバｰナｰ仕上げと本膳仕上げが巧みに使い分けら

れている.壁面の黒雲母花崩岩中には暗色包有物が

多く含まれているが目につき易い場所には包有物の少

ない花嵩岩カミ使用されている.この花鵠岩は韓国産で

詳しい地質関係は明らかで狂いが中生代ジュラ紀の

｢大宝花崩岩｣DaeboGraniteと呼ばれているものであ

ろう.同岩中の黒雲母で地質絶対年代(K-A｡法)が

地球化学課柴田技官によって測定されその結果ジュ

ラ紀花闇岩と推定された･これについてはいずれ詳

細な報告カミ後目発表される.

岩屑名:黒雲母花筒岩

産地:韓国慶尚南道陣川郡佳会面屯内里

年代:180土4Ma.

原石総量:385トン

また地質標本館2階には休憩室があり廊下との仕

切り壁にはオニックスが使用されている.設計者側は

建物全体が展示品であるという考えで仕切り壁の窓に

は障子･ガラスを使用せずに透光性の著しいイラン産の

Onyxmarbleを使用しだといっている.

オニックスは本来縞めのうに対する呼称であるが同

心円状の断面をもつ石筍鐘乳石石灰華や多くは草色･

白色･淡褐色などを呈する縞模様の美しい大理石(雪花

石膏と呼ばれることもある)などもオニックスと呼ばれる.

カイロのモハメッド･アリ宮殿はべ一ジュ色のオニック

スで建造されている代表的建物の一つである.めのう

の主妊産地はブラジノレウルグアイアメリカカナダ

南アフリカなどでその他のオニックスの主な産地はア

ルジェリアモロッコエジプトトルコパキスタン

イタリアメキシコブラジルなどの諸国である.

図32階休憩室仕切り壁のオニックス�


